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CLOSE UP

OMICHI SCRAMBLE

森之宮病院 登録医紹介
ただ今奮闘中！

森之宮病院が3度目の病院機能評価認定を更新しました

TOP MESSAGE

ごあいさつ  大道道大（社会医療法人 大道会 理事長）

INFORMATION
森之宮病院で乳がんについて知ろう！ピンクリボンwith森之宮病院
入職医師のご紹介

OMICHI ACADEMY

Neuroscience 2017
第45回 日本歯科麻酔学会総会・学術集会

地域に根ざし、安心・安全で信頼と納得の得られる医療サービスを

（表紙写真はいぬ年生まれの職員）



TOP MESSAGE

社会医療法人 大道会 理事長
森之宮病院 院長

大道　道大

ごあいさつ

謹んで新年のご挨拶を申し上げます

　昨年は、2010年から始まった管理職研修の一
つの区切りとして、第67回日本病院学会でシン
ポジウムを開催しました。「組織の課題解決スキ
ルを高める仕組み」と題し、宮井副理事長と法人
内の課題解決ワークショップの講師であるトレ
ーナー等11名が、課題解決型管理職の育成ノウ
ハウを紹介しました。ソフトバンクロボティク
スの感情認識ヒューマノイドロボット「Pepper」
との会話や会議風景の寸劇等、楽しみながら現
場に取り入れやすいよう構成しました。また、
日経BP社より社会医療法人大道会の著書『医療・
介護現場の課題解決型リーダー育成メソッド』
が出版されました。研修で使われている様々な
論理的思考ツールの解説やそれらのツールを用
いた課題解決の実例の紹介等、大道会流の課題
解決のエッセンスが盛り込まれています。多く
の医療・介護・福祉関係者の皆様に本書をご活用
頂ければ幸いです。
　一方、医療・介護・福祉分野における動向に関
しては、団塊世代全員が75歳以上の後期高齢者
となる2025年に向けて改革が進められていま
す。今年は診療報酬・介護報酬の同時改定に加え
て、第7次医療計画や第7次介護保険事業計画、新
専門医制度、データヘルス構想等、様々な施策の
見直しが行われます。いよいよ2025年を見据え
た医療・介護提供体制の構築が本格的に始まり
ます。
　法人内では昨年7月に、ボバース記念病院が開
院35周年を迎えることができました。ボバース
記念病院はこれまで地域医療や回復期リハビリ
テーションを担ってきましたが、今年10月に、乳
児から成人まで継続した脳性まひ診療を可能に
する新たな機能に特化した病院へと生まれ変わ
ります。当法人では小児障がい児の患者さんを
数多く診察し、経験・ノウハウを蓄積してきまし
た。その私達だからこそできる、民間ならでは

の新しいボバース記念病院をめざし、社会医療
法人として地域、ひいては日本に貢献する医療
を提供していきます。
　また、地域包括ケアシステムの構築には、地域
の中核病院である森之宮病院が先駆けて取り組
んでいますが、地域ごとに抱える課題は異なり、
人口構成や高齢化のスピード、医療機関や介護
事業者の数も様々です。したがって、私達は城
東区でしかできない地域包括ケアシステムを作
り上げていく必要があります。当法人はこれま
で2015年11月に森之宮病院が大阪市城東区・UR
都市機構と締結した「森之宮地域におけるスマ
ートエイジング・シティの理念を踏まえたまち
づくり協定」に基づき、2016年1月に森之宮第2団
地に全国初の「在宅療養・介護・リハビリモデル
ルーム」を開設しました。また、「熱中症予防セ
ミナー」や「森之宮病院10周年記念イベント・オ
ープンホスピタル」を実施し、昨年は「食べる楽
しみをいつまでも」をテーマに講演会・試食会を
開催する等、行政との連携を強めてきました。
今後も更に、地域住民・医療機関・行政との関わ
り合いを深め、2020年までに地域の実情に合わ
せた医療・介護・福祉を一体的に提供できるシス
テムを構築していきます。
　これからますますヘルスケア分野が複雑化す
る中で、「2025年問題」だけを見るのではなく、そ
の先のあらゆる可能性を立体的に予測し、方向
性を決めていかなければなりません。それに向
けて、各施設の機能強化を図りながら、地域の
様々な団体と連携して、支援を広めていきたい
と考えています。
　これからも「私達が提供できる医療・介護・福
祉」、「私達が挑戦したい医療・介護・福祉」、「患
者・利用者さんから求められている医療・介護・
福祉」の3つの視点を大切にし、地域医療を発展
させる体制を整えてまいります。
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森
之
宮
病
院
が
3
度
目
の
病
院
機
能

評
価
認
定
を
更
新
し
ま
し
た

地
域
に
根
ざ
し
、安
心・安
全
で
信
頼
と
納
得
の
得
ら
れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
を

　
病
院
機
能
評
価
と
は
、日
本
医
療
機
能
評

価
機
構
が
病
院
の
質
改
善
活
動
の
支
援
を
目

的
と
し
て
、４
つ
の
評
価
対
象
領
域
か
ら
構

成
さ
れ
る
評
価
項
目
を
用
い
て
、病
院
組
織

全
体
の
運
営
管
理
お
よ
び
提
供
さ
れ
る
医
療

に
つ
い
て
中
立
的
、科
学
的
、専
門
的
な
見
地

か
ら
評
価
を
行
う
も
の
で
す
。
更
新
は
5
年

毎
で
、そ
の
間
に
期
中
評
価
と
称
し
た
中
間

評
価
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
2
0
1
7
年
10
月

現
在
、全
国
8
4
3
9
病
院
中
2
1
7
9
施
設

が
認
定
を
取
得
し
て
お
り
、森
之
宮
病
院
も

2
0
1
7
年
9
月
に
3
度
目
の
病
院
機
能
評

価
を
受
審
し
、無
事
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、そ
の
際
の
各
部
の
取
り
組
み
の

様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
診
療
部
医
療
安
全
管
理
室
主

幹
　
竹
下
誠
一
）

安
全
対
策
の
遵
守
状
況
が
厳
し
く
問
わ
れ
ま

し
た
。
改
善
点
を
指
摘
さ
れ
、今
後
の
指
針
と

な
り
ま
し
た
。

　
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
、回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
病
棟
付
加
機
能
、委
員
会
部
門
等

に
関
わ
る
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
前
回
の
受

審
時
に
整
理
し
定
着
し
た
と
思
っ
て
い
た
組

織
内
の
協
働
体
制
や
基
本
的
な
仕
組
み
に
も

思
い
が
け
な
い
脆
弱
さ
が
露
呈
し
、基
本
に

立
ち
返
っ
て
課
題
を
抽
出
す
る
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
解
決
に
は
問
題
意
識
や
動
機
付
け

が
大
切
で
あ
り
、多
職
種
が
意
識
を
高
め
合

わ
な
い
と
目
標
到
達
で
き
な
い
難
し
さ
も
感

じ
ま
し
た
。
受
審
は
す
で
に
過
去
で
あ
り
、各

職
種
の
専
門
素
養
を
磨
き
つ
つ
、日
々
の
患

者
サ
ー
ビ
ス
に
謙
虚
に
取
り
組
み
続
け
る
姿

勢
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
、本
体
・
付
加
機
能
で
、資
料
準
備
や

事
前
調
査
票
の
作
成
、合
同
面
接
・
病
棟
概
要

説
明
・
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
担
当
病
棟
と
し
て
関

わ
り
ま
し
た
。
前
回
の
受
審
で
、看
護
・
介
護

の
役
割
の
明
確
化
と
専
門
性
の
発
揮
が
不
十

分
で
あ
る
と
の
課
題
を
残
し
ま
し
た
。
今
回

は
課
題
に
対
し
て
の
取
り
組
み
の
ア
ピ
ー
ル

大
沢
部
長  

（
7
階
東
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
）

合同面接のようす

本番に向けてエイエイオー！

部署訪問（事務）

畠
中
医
長 

（
本
体・付
加
機
能・合
同
面
接・

ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
）

柴
田
副
部
長
（
合
同
面
接・付
加
機
能・

そ
の
他
部
門
）〜
看
護
全
般

　
７
階
東
病
棟
が
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
調
査
の
対

象
と
な
り
ま
し
た
。
典
型
症
例
の
診
療
内
容

に
つ
い
て
質
問
さ
れ
、今
回
は
大
腸
癌
症
例

を
選
び
ま
し
た
。
実
際
の
ケ
ア
の
流
れ
に
沿

っ
た
質
問
に
担
当
者
が
回
答
し
て
い
く
の
で

す
が
、質
問
は
ほ
ぼ
想
定
通
り
で
、主
治
医
以

外
の
ス
タ
ッ
フ
の
活
躍
が
非
常
に
印
象
的
な

審
査
で
し
た
。
今
回
は
、①
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

の
記
録
、②
パ
ス
の
実
施
例
、③
輸
血
後
の
感

染
症
チ
ェ
ッ
ク
体
制
等
、チ
ー
ム
医
療
、医
療
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多
く
の
職
員
の
努
力
の
結
果
、今
回
の
更

新
審
査
で
も
思
っ
た
以
上
に
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
特
に
S（
優
れ
て
い
る
）評
価
は

本
体
審
査
で
1
0
9
項
目
中
18
項
目
、付
加

機
能（
回
リ
ハ
）で
48
項
目
中
8
項
目
あ
り
、

チ
ー
ム
医
療
や
地
域
連
携
、教
育
、研
究
等
、

我
々
が
注
力
し
て
き
た
分
野
で
し
た
。
重
要

な
こ
と
は
、受
審
を
通
じ
て
改
善
に
対
す
る

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
行
動
を
持
続
す
る
こ
と

で
す
。
業
務
が
改
善
す
れ
ば
、医
療
の
過
程
が

円
滑
と
な
り
、や
る
気
が
上
が
り
、ス
ト
レ
ス

も
減
り
ま
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
好
循
環

を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
森
之
宮
病
院
院
長
代
理
　
宮
井
一
郎
）

と
、看
護
部
全
体
が
安
全
な
医
療
・
看
護
の
提

供
に
基
づ
き
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
や
業
務

改
善
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、質
の
向
上
に
繋

げ
て
い
る
事
を
伝
え
て
い
き
ま
し
た
。
受
審

結
果
は
、期
待
と
不
安
感
で
一
杯
で
す
が
、職

員
全
員
で
取
り
組
み
、目
標
を
共
有
で
き
た

こ
と
は
私
達
の
宝
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、

更
な
る
質
の
向
上
に
努
め
、5
年
後
に
向
け

て
進
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
、一
般
病
院
２（
副
）の
ケ
ア
プ
ロ
担

当
で
し
た
が
、病
棟
に
は
機
能
評
価
受
審
経

験
者
が
誰
も
い
な
い
状
態
で
の
発
進
で
し

た
。
ま
ず
、科
長
・
主
任
が
ビ
デ
オ
学
習
、前

回
の
資
料
や
副
部
長
か
ら
の
助
言
、担
当
と

な
る
大
沢
医
師
と
患
者
さ
ん
設
定
、ス
タ
ッ

フ
へ
の
指
導
を
行
い
な
が
ら
、マ
ニ
ュ
ア
ル

に
沿
っ
た
記
録
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施

し
ま
し
た
。
当
て
は
ま
ら
な
い
項
目
で
は
他

の
患
者
さ
ん
で
倫
理
や
終
末
期
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
実
施
し
、環
境
整
備
で
は
、7
西
と
共

有
部
分
が
多
い
た
め
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　
予
行
演
習
で
の
助
言
を
受
け
対
応
練
習

を
数
回
行
い
、迎
え
た
当
日
は
チ
ー
ム
医
療

の
連
携
と
と
も
に
各
部
署
の
ア
ピ
ー
ル
も
加

え
、和
や
か
な
雰
囲
気
で
終
了
し
ま
し
た
。
ま

だ
ま
だ
改
善
点
も
あ
り
ま
す
が
、質
の
向
上

と
と
も
に
、ス
タ
ッ
フ
の
団
結
力
を
知
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
毎
回
、3
階
病
棟
は
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
の
病

棟
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
前
回
は
シ
ス
テ
ム

や
連
携
、記
録
に
苦
労
し
た
の
で
、今
回
は
前

回
苦
労
し
た
こ
と
を
生
か
し
、準
備
、対
応
が

で
き
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
、記
録
関
係
は
不

十
分
な
点
も
あ
り
ま
し
た
が
、準
備
段
階
か

ら
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
の
患
者
さ
ん
の
記
録
の
内

容
は
他
職
種
と
確
認
し
あ
い
、北
井
医
師
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、ア
ピ
ー
ル
で
き
る

内
容
に
な
り
ま
し
た
。
本
来
、こ
の
よ
う
な
記

録
が
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
の
症
例
の
み
で
な
く
全

員
が
で
き
る
よ
う
、今
後
は
指
導
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
で
は
、付
加
機

能
の
部
分
で
若
手
管
理
職
に
準
備
を
任
せ
、

業
務
内
容
を
見
直
す
良
い
機
会
に
な
り
ま
し

た
。
業
務
プ
ロ
セ
ス
で
は
屋
外
歩
行
訓
練
の

安
全
管
理
用
バ
ッ
グ
、業
者
に
よ
る
機
器
の

定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
、新
規
に
整
備
で
き

た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
７
西
ス
タ
ッ
フ
は

ケ
ア
プ
ロ
の
準
備
の
た
め
に
連
日
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
を
続
け
、徹
底
し
て
考
え
抜
く
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
今

後
、他
の
ス
タ
ッ
フ
に
還
元
さ
れ
て
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
。
受
審
の
結
果
、高
い
評
価
を

頂
い
た
部
分
と
、リ
ハ
記
録
の
問
題
等
、指
摘

し
て
い
た
だ
い
た
点
が
あ
り
ま
し
た
。
リ
ハ

目
標
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
時
的
変
化
が
分
か

る
一
覧
化
、カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
結
果
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
へ
の
反
映
等
、後
期
の
業
務
の
中
で

改
善
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
診
療
技
術
部
の
5
科
は
、同
じ
医
療
職
で

あ
り
な
が
ら
専
門
職
と
し
て
の
業
務
が
全
く

違
い
、各
科
書
類
が
膨
大
な
量
に
な
り
ま
し

た
。
私
と
し
て
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
者
に
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
与
え
な
が
ら
フ
ォ
ロ
ー
し
た

つ
も
り
で
し
た
が
、酷
い
上
司
だ
と
思
わ
れ

た
に
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
作
成
し
た
資
料
等
に
つ
い
て
は
、無
駄

に
す
る
こ
と
な
く
業
務
に
生
か
し
て
い
き
、

後
輩
達
に
受
け
継
い
で
い
か
ね
ば
な
ら
な
い

と
考
え
ま
す
。
最
後
に
、関
係
各
部
署
に
ご
協

力
を
頂
き
、誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
体（
合
同
面
接
・
ケ
ア
プ
ロ
3
病
棟
）、付

加（
合
同
面
接
・
ケ
ア
プ
ロ
）を
担
当
し
ま
し

た
。
多
数
の
資
料
準
備
や
当
日
の
審
査
を
通

し
、S
W
機
能
が
病
院
機
能
に
広
く
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
本
体
の

部
署
訪
問
で
は
、S
W
記
録
や
S
V
シ
ー
ト

等
、当
課
こ
だ
わ
り
の
運
用
を
細
か
く
見
て

頂
け
て
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
合
同
面
接
や

各
ケ
ア
プ
ロ
審
査
で
は
、担
当
者
が
皆
、伸
び

伸
び
と
普
段
の
実
践
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
、ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
連
携
室
は「
地
域
へ
の
情
報
発

信
と
連
携
」に
つ
い
て
医
療
相
談
室
と
担
当

し
ま
し
た
。
部
署
訪
問
で
は
、仕
事
の
内
容
に

関
す
る
こ
と
か
ら
、地
連
と
相
談
室
は
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
挟
ん
で
お
り
、実
は
仲
が
悪

い
の
で
は
？
と
い
う
不
仲
説
ま
で
質
問
さ
れ

ま
し
た
が
、藤
井
課
長
と
二
人
で
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
よ
く
対
応
で
き
ま
し
た
。
サ
ー
ベ
イ
ヤ

ー
の
方
が「
も
っ
と
他
に
資
料
は
？
」と
お
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
、あ
れ
も
こ
れ
も
と
長
時
間

に
わ
た
り
資
料
を
見
て
頂
き
、自
分
達
の
業

務
を
最
大
限
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

よ
り
一
層
の
業
務
改
善
に
向
け
て

7階西病棟の概要を説明する柴田
副部長

池
田
科
長
（
7
階
東
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
）

〜
病
棟
の
特
徴
を
踏
ま
え
て

坂
本
科
長
（
3
階
ケ
ア
プ
ロ
セ
ス
）

〜
病
棟
の
特
徴
を
踏
ま
え
て

椎
名
部
長
（
本
体
リ
ハ・付
加
機
能
）

〜
リ
ハ
全
般

田
中
部
長
（
2
日
目
部
署
訪
問
）

〜
診
技
部
5
科
ま
と
め
て

藤
井
課
長
（
合
同
面
接
、部
署
訪
問
）

杉
浦
課
長
（
部
署
訪
問
）
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本
学
会
は
神
経
科
学
領
域
最
大
の
学

会
で
、今
回
は
80
カ
国
か
ら
3
万
21
人
の

研
究
者
が
参
加
し
、1
万
3
5
5
2
件
の

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、私
は「Electroencephalogram

 
phase synchrony reflects the clinical 
status of the post stroke aphasia

（
脳

波
位
相
同
期
は
脳
卒
中
後
の
失
語
症
の
臨

床
像
を
反
映
す
る
）」と
い
う
演
題
で
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
研
究
は

理
化
学
研
究
所
・
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
と
の
共
同
で
行
っ
て
お
り
、回
復
期

脳
卒
中
の
患
者
さ
ん
を
対
象
と
し
た
脳
波

に
よ
る
研
究
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
脳
波
位
相
同
期
指
数

（Phase Synchrony Index: PSI

）と
い

う
指
標
を
用
い
る
こ
と
で
脳
卒
中
回
復
期

の
運
動
麻
痺
、半
側
空
間
無
視
、日
常
生

活
動
作
等
の
病
態
を
患
者
さ
ん
に
負
担
を

か
け
る
こ
と
な
く
評
価
で
き
る
こ
と
を
報

告
し
て
き
ま
し
た
が
、同
じ
手
法
が
失
語

症
の
評
価
に
も
応
用
可
能
で
あ
る
こ
と
見

出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
病
巣
が
存
在
す
る

　
日
本
歯
科
麻
酔
学
会
総
会
・
学
術
集
会

左
半
球
だ
け
で
な
く
、右
半
球
の
活
動
も

失
語
症
の
重
症
度
と
関
連
し
て
い
る
こ
と

も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

様
々
な
病
態
に
適
応
で
き
る
と
い
う
事
実

は
、P
S
I
が
脳
卒
中
回
復
期
の
脳
活
動

を
反
映
し
て
い
る
指
標
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
研
究
者
と
今
後
の
研
究
に
関
し

て
有
用
な
議
論
も
で
き
ま
し
た
。
実
臨
床

に
根
ざ
し
た
研
究
と
し
て
、将
来
的
な
臨

床
応
用
を
め
ざ
し
て
引
き
続
き
知
見
を
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会場となったWalter E. ワシントン・コンベン
ションセンター。ダウンタウンの北にあり、総
面積約21万3000㎡の巨大な建物です。

は
、歯
科
麻
酔
に
携
わ
る
歯
科
医
師
や
歯

科
衛
生
士
等
が
集
ま
り
、日
頃
の
研
究
や

臨
床
、診
療
の
成
果
を
発
表
し
討
論
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は「
よ
り
安
全
で
質

の
高
い
麻
酔
管
理
を
目
指
し
て
」の
学
会

テ
ー
マ
の
も
と
、様
々
な
講
演
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、「
当
院
に
お
け
る
一
次
救
命
処

置
の
質
的
向
上
の
試
み
」と
い
う
演
題
名

で
、当
院
歯
科
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
毎
年

行
っ
て
い
る
B
L
S（
一
次
救
命
処
置
）

講
習
会
の
効
果
に
つ
い
て
ポ
ス
タ
ー
発

表
を
行
い
ま
し
た
。
質
の
良
い
C
P
R

（
心
肺
蘇
生
法
）の
要
件
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
る
胸
骨
圧
迫
時
間
の
割
合（C

hest 
C
om
pression Fraction: C

C
F

）を
指
標

と
し
て
就
業
年
数
や
、C
P
R
の
一
人
法
、

二
人
法
の
違
い
に
よ
る
C
P
R
の
質
に
つ

い
て
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
一
人
法
、二

人
法
と
も
に
、経
験
年
数
が
長
く
な
る
に

つ
れ
C
C
F
は
上
昇
す
る
傾
向
に
あ
り
、

経
験
の
浅
い
ス
タ
ッ
フ
で
も
講
習
後
半
の

測
定
で
は
著
し
く
高
値
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
よ
り
、講
習
を
通
じ
て
B
L
S
の

流
れ
を
知
り
、そ
の
流
れ
を
反
復
し
て
経

験
す
る
こ
と
が
技
術
習
得
に
重
要
で
あ
る

こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
数
字
と
し
て

評
価
を
行
う
こ
と
で
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
だ
け
で
な
く
受
講
者
か
ら
積
極
的
に
意

見
を
出
し
合
う
場
面
も
見
ら
れ
、訓
練
に

対
す
る
関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　
実
際
の
現
場
で
C
P
R
を
実
践
す
る
機

会
に
遭
遇
す
る
こ
と
は
決
し
て
多
く
あ
り

実
臨
床
に
根
ざ
し
た
研
究
と
し
て
、

将
来
的
な
臨
床
応
用
を
目
指
し
た
い

日
程
…
平
成
29
年
11
月
11
日
〜
15
日

場
所
…
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C

N
euroscience 2017

森
之
宮
病
院
診
療
部

神
経
内
科

発表報告

河
野 

悌
司

B
L
S
講
習
会
の
効
果
に
つ
い
て

ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
い
ま
し
た

日
程
…
平
成
29
年
10
月
14
日
・
15
日

場
所
…
長
野
県
・
ま
つ
も
と
市
民
芸
術
館

第
45
回
　
日
本
歯
科

麻
酔
学
会
総
会・学
術
集
会

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

歯
科
診
療
部
歯
科
医
師

発表報告

猪
飼 

祥
子

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ

療
養
サ
ー
ビ
ス
部
療
養
一
科

山
下 

彰

リ
ハ
効
率
化
が
期
待
さ
れ
る

新
し
い
脊
髄
可
塑
性
誘
導
法
を
研
究

日
程
…
平
成
29
年
11
月
11
日
〜
15
日

場
所
…
ワ
シ
ン
ト
ン
D
C

　
今
回
、私
は「B

idirectional paired-
associative synaptic plasticity at 
spinal m

otoneurons ; 

脊
髄
運
動
ニ
ュ

ー
ロ
ン
で
の
双
方
向
連
合
性
ペ
ア
シ
ナ
プ

ス
可
塑
性
」と
題
し
、一
次
運
動
野
へ
の

経
頭
蓋
磁
気
刺
激
と
末
梢
神
経
電
気
刺
激

に
よ
る
反
復
ペ
ア
刺
激
が
手
の
領
域
を
支

配
す
る
皮
質
脊
髄
運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
シ

ナ
プ
ス
レ
ベ
ル
で
生
じ
た
学
習
効
果
を
双

方
向（
促
通
ま
た
は
抑
制
）へ
変
化
さ
せ
る

研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。
セ
ラ
ピ
ス
ト
に

よ
る
運
動
療
法
の
前
に
、こ
の
新
し
い
脊

髄
可
塑
性
誘
導
法
に
よ
っ
て
神
経
活
動
を

調
整
し
て
お
け
ば
、そ
の
後
の
上
肢
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
効
率
的
に
行
え
る

治
療
手
段
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
発
表
で

は
、様
々
な
研
究
者
と
交
流
が
で
き
た
こ

と
で
、今
後
の
研
究
に
向
け
て
も
大
い
に

励
み
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
研
究
を
進

め
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

各
ケ
ア
プ
ロ
審
査
で
は
、担
当
者
が
皆
、伸
び

伸
び
と
普
段
の
実
践
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
、ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
地
域
医
療
連
携
室
は「
地
域
へ
の
情
報
発

信
と
連
携
」に
つ
い
て
医
療
相
談
室
と
担
当

し
ま
し
た
。
部
署
訪
問
で
は
、仕
事
の
内
容
に

関
す
る
こ
と
か
ら
、地
連
と
相
談
室
は
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
を
挟
ん
で
お
り
、実
は
仲
が
悪

い
の
で
は
？
と
い
う
不
仲
説
ま
で
質
問
さ
れ

ま
し
た
が
、藤
井
課
長
と
二
人
で
チ
ー
ム
ワ

ー
ク
よ
く
対
応
で
き
ま
し
た
。
サ
ー
ベ
イ
ヤ

ー
の
方
が「
も
っ
と
他
に
資
料
は
？
」と
お
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
、あ
れ
も
こ
れ
も
と
長
時
間

に
わ
た
り
資
料
を
見
て
頂
き
、自
分
達
の
業

務
を
最
大
限
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
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発表ポスター前で

退
院
支
援
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に

な
っ
た

日
程
…
平
成
29
年
11
月
12
日

場
所
…
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪

第
19
回
大
阪
病
院
学
会

夢
の
あ
る
高
齢
化
社
会
を

目
指
し
て

ボ
バ
ー
ス
記
念
病
院

看
護
部
３
階
病
棟

発表報告

千
﨑 

星
嘉

　「
病
棟
看
護
師
と
し
て
考
え
る
他
職
種
・

地
域
と
の
連
携
〜
病
棟
独
自
の
退
院
支
援

シ
ー
ト
を
作
成
・
使
用
し
て
〜
」と
題
し
て

発
表
し
ま
し
た
。
近
年
、社
会
の
超
高
齢

化
、核
家
族
化
に
伴
い
、自
宅
で
家
族
の

協
力
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、当
院
で
は
退
院

調
整
に
関
わ
る
看
護
師
の
意
識
が
薄
い
こ

と
で
、積
極
的
に
退
院
支
援
が
行
え
て
い

な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、チ
ー

ム
で
退
院
調
整
が
行
え
る
こ
と
を
目
的
に

シ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
シ
ー
ト
に
は

「
本
人
・
ご
家
族
の
退
院
時
の
目
標
」、「
主

な
介
護
者
」、「
ケ
ア
マ
ネ
の
有
無
」の
他
、

セ
ラ
ピ
ス
ト
に
現
状
と
退
院
ま
で
に
目
標

を
達
成
可
能
か
を
確
認
す
る
項
目
を
設

け
、使
用
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、１
週
間

ご
と
に
A
D
L
や
リ
ハ
状
況
を
確
認
し
、

チ
ー
ム
で
共
有
で
き
、退
院
支
援
が
円
滑

に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
研
究

を
通
し
て
、退
院
に
向
け
て
の
他
職
種
と

の
具
体
的
な
連
携
や
動
き
を
見
い
だ
す
こ

と
が
で
き
た
他
、情
報
共
有
も
よ
り
深
く

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
必
要
に
応
じ

て
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

し
、退
院
後
の
患
者
さ
ん
の
生
活
背
景
ま

で
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
他
院
の
発
表
演
題
で
は
、「
患
者
誤
認

減
少
を
目
指
し
て
」が
興
味
深
い
も
の
で

し
た
。
病
院
内
全
て
の
ラ
ウ
ン
ド
を
行
い

定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
や
、患
者

誤
認
防
止
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
等
で
、患
者

誤
認
の
減
少
に
繋
が
り
、患
者
さ
ん
と
医

療
者
が
共
同
で
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、継
続
し

て
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
職
員
の
意
識

が
高
ま
り
、行
動
が
変
化
し
た
と
述
べ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、医
療
現
場
で
は
、名
前

の
確
認
は
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
改
め
て

学
び
ま
し
た
。

　
今
回
の
学
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か

し
、日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
着
目
し

事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た

日
程
…
平
成
29
年
11
月
12
日

場
所
…
グ
ラ
ン
キ
ュ
ー
ブ
大
阪

　
第
19
回
大
阪
病
院
学
会
に
参
加
し
、「
家

に
帰
っ
て
き
て
良
か
っ
た
〜
訪
問
看
護
師

が
参
加
す
る
退
院
支
援
の
効
果
」と
い
う

演
題
で
、退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
着

目
し
た
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
退
院
前
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
病
棟
か
ら

在
宅
へ
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
看
護
を
行
う
た

め
に
必
要
で
あ
り
、改
め
て
継
続
看
護
の

重
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
入
院
中
、人

工
呼
吸
器
管
理
後
、大
幅
に
A
D
L
が
低

下
し
た
利
用
者
さ
ん
が
自
宅
退
院
を
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
を
機
に
、そ
の
人
ら
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
案
を
出
し
合
い
、退
院
後
は
更

在
宅
事
業
部
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

東
成
お
お
み
ち

古
城 

み
ゆ
き

に
ケ
ア
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
シ
ン
プ

ル
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、在
宅
医
と
も
連

携
し
薬
剤
の
調
整
や
身
体
面
の
フ
ォ
ロ
ー

等
、ご
家
族
も
含
め
た
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
こ
と
で
自
宅
生
活
を
送
る

中
、ど
ん
ど
ん
そ
の
人
ら
し
さ
を
取
り
戻

し
、介
助
で
車
椅
子
に
乗
っ
て
散
歩
に
出

か
け
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
担
当
者
会

議
で
は
ご
本
人
や
ご
家
族
の
み
な
ら
ず
、

在
宅
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、サ
ー
ビ
ス

担
当
者
も「
家
に
帰
っ
て
来
ら
れ
て
良
か

っ
た
」と
喜
ん
で
い
ま
す
。
質
疑
応
答
で

は「
高
齢
の
利
用
者
さ
ん
を
み
て
い
る
娘

さ
ん
も
高
齢
に
な
っ
て
い
く
が
、ど
ん
な

工
夫
を
し
て
い
る
か
」と
い
う
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
2
人
の
ご
家
族（
娘
）に
は
介

護
疲
れ
で
倒
れ
な
い
よ
う
、夜
の
付
き
添

い
は
交
代
で
行
い
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

利
用
し
気
分
転
換
を
図
っ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
日
々
の
訪
問
で
は
困
っ
て
い
る
こ
と

や
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
等
を
先
に
ご

家
族
に
お
聞
き
し
、そ
の
都
度
解
決
に
向

け
て
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。

　
退
院
支
援
は
各
自
が
知
恵
を
出
し
合

い
、失
わ
れ
た
機
能
や
新
し
い
生
活
を
立

て
直
す
た
め
の
人
生
の
再
構
築
を
患
者
さ

ん
、ご
家
族
、他
職
種
と
共
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
入
院
中
の
患

者
さ
ん
が
退
院
後
に
在
宅
生
活
を
希
望
さ

れ
て
い
れ
ば
、そ
れ
を
叶
え
、「
家
に
帰
っ

て
き
て
良
か
っ
た
」と
言
っ
て
頂
け
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

ま
せ
ん
が
、日
頃
の
訓
練
を
よ
り
効
果
的

に
行
う
た
め
に
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い

か
に
高
め
、技
術
を
維
持
し
て
い
く
か
が

大
切
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、発
表
に
際
し
、他
施
設
で
行
わ

れ
て
い
る
一
次
救
命
講
習
会
の
訓
練
方
法

や
、講
習
会
の
頻
度
の
設
定
等
、様
々
な

意
見
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
調
査
結
果
を
今
後
の
講
習
会
や

臨
床
に
も
生
か
し
、全
身
的
合
併
症
を
有

す
る
患
者
さ
ん
に
対
す
る
歯
科
治
療
に
つ

い
て
さ
ら
に
研
鑽
し
て
い
く
所
存
で
す
。
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に
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く
が
、ど
ん
な

工
夫
を
し
て
い
る
か
」と
い
う
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。
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の
ご
家
族（
娘
）に
は
介

護
疲
れ
で
倒
れ
な
い
よ
う
、夜
の
付
き
添

い
は
交
代
で
行
い
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を

利
用
し
気
分
転
換
を
図
っ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
日
々
の
訪
問
で
は
困
っ
て
い
る
こ
と

や
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
等
を
先
に
ご

家
族
に
お
聞
き
し
、そ
の
都
度
解
決
に
向

け
て
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
し

た
。

　
退
院
支
援
は
各
自
が
知
恵
を
出
し
合

い
、失
わ
れ
た
機
能
や
新
し
い
生
活
を
立

て
直
す
た
め
の
人
生
の
再
構
築
を
患
者
さ

ん
、ご
家
族
、他
職
種
と
共
に
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
入
院
中
の
患

者
さ
ん
が
退
院
後
に
在
宅
生
活
を
希
望
さ

れ
て
い
れ
ば
、そ
れ
を
叶
え
、「
家
に
帰
っ

て
き
て
良
か
っ
た
」と
言
っ
て
頂
け
る
よ

う
に
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し
て
い
き
た
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と
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い
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す
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いけじり内科外科
クリニック

池尻 真康
池尻 礼子

紹介 26

大阪市城東区関目6-7-8
06-6180-1100
内科、外科、胃腸科

登録医森之宮病院

　池尻院長は、平成7年東京慈恵会医科大学卒業後、日本赤十字社医療センタ
ーで研修、東京慈恵会医科大学第1外科に入局。その後、平成18年に城東区と旭
区との境界になる国道163号線沿いに、いけじり内科外科クリニックを開設さ
れました。主に消化器疾患、癌緩和医療を専門とされており、午前中のみ併診
制で、奥様の礼子先生が糖尿病外来もされています。
　現在のように緩和病棟がまだ普及していなかった勤務医時代に、外科病棟
の隅で痛みと不安・恐れと向き合っている癌患者さんをみて、最期まで患者さ
んに寄り添いたいと思い、開業後、在宅診療においても末期癌在宅緩和治療を
積極的に行われています。
　「なんでも相談できるやさしい医療をめざしています。地域医療として病診、
診診連携をしっかり行い、また、介護職等と多職種協働体制で取り組んでいき
ます」と話される池尻院長。趣味はゴルフとのことですが、休日も在宅のオン
コール対応をされており、地域の方々が住み慣れた城東区で最期まで安心し
て生活できるようにと、日々診療に取り組まれています。　　　　　
　いけじり内科外科クリニックの院長としてだけでなく、城東区医師会会員
としても地域医療を支えて下さり、当院も在宅療養後方支援病院として、より
一層、地域医療に貢献していきたいと考えています。
（森之宮病院診療部地域医療連携室　藤野友理香）

院長

医師

ボバース記念病院歯科診療部

青木 みちる 主任
　ボバース記念病院にて歯科助手、受付をしています。2017年
4月より主任に昇進しました。指示や指導することの難しさや
責任感の違いを改めて感じていますが、スタッフ皆の力を借り
ながら、自らも成長できるよう奮闘中です。
　ボバース記念病院歯科診療部では、障害者歯科・小児歯科・口
腔外科、在宅訪問歯科診療、介護老人保健施設グリーンライフ
への往診・口腔ケア、全身麻酔下歯科治療、入院患者の治療等、
さまざまな業務を行っています。その為、他部署の方との連携
が必要であり、歯科の窓口となれるよう日々精進しています。
歯科受診に対して、不安や恐怖心を抱く患者さんは少なくあり
ません。子どもからお年寄りまで様々な年代の患者さんが来院されるため、受付にて少しでも安
心感を与えられように話し方や声のトーンを意識しながら業務にあたっています。患者サービ
ス向上の為、接遇セミナーを受講したり、歯科内で勉強会等を実施したりしています。
　歯科業界は常に進歩しているため、日々情報収集をしながら、選ばれる病院歯科になる為、奮
闘しています。今後も患者サービス向上を意識しながら精進していきたいです。

頑張っている職員をご紹介します #58

青木みちる主任

患者さんのお役に立てるよう
精一杯努めてまいります
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INFORMATION

ご寄付・ご寄贈を頂きました
　井内廣樹様（奈良県）よりご寄
付・ご寄贈を頂きました。ありが
とうございます。有意義に活用さ
せて頂きます。

編集後記
　あけましておめでとうございます。新たな年の幕開けです。
気持ちを新たに、自分なりにどんな１年にしたいかを思い描き、
健康に気を付けて過ごしていきたいと思います。皆様にとって
も良い年になりますように。
（ボバース記念病院診療部医療社会事業課　稲葉明子）

2018年1-2月号
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編集発行人／社会医療法人大道会
〒536-0023 大阪市城東区東中浜1-5-1
TEL.06（6962）9621 
FAX. 06（6963）2233

●本法人の経営理念
1．社会から信頼される病院・
　　施設づくり
2．安定した経営基盤の確立
3．職員の福祉向上と人材育成

●職員行動モットー
親切丁寧に（受診者・お客様・
ご利用者）
待たさない／よく説明する／
連携する

　毎年10月は、乳がんのことを知って頂くピ
ンクリボン月間です。昨年は、10月15日（日）
に森之宮病院で初めてピンクリボンイベント
を開催しました。乳腺専門医の講座、ブレスト
カウンセラーによる下着相談、乳房モデルを
使った触診体験、アロマハンドマッサージ等
を行いました。当日は雨にもかかわらず、地域
の様々な方々にご参加頂きました。
　今後もこのような活動を通じて乳がんに関
する啓発を行っていきたいと思います。
（森之宮病院看護部外来　梅田真紀）

森之宮病院で乳がんについて知ろう！ピンクリボンwith森之宮病院

　森之宮病院に2名の医師が新たに着任しました。小児整形外
科には、昨年7月より松山元昭医師が、続いて9月より心臓血管
センター循環器内科に、山上将央医師が入職し、新体制で診療
を行っています。今後とも、患者さんに寄り添った医療提供を
心がけて参ります。受診をご希望の際は、森之宮病院にお気軽
にご相談下さい。

入職医師のご紹介

松山 元昭 医師
（小児整形外科）

山上 将央 医師
（循環器内科）

無事にイベントを終えることができました

Live30【ライブ・サーティー】

■社会医療法人大道会
社会医療法人大道会本部
☎06（6962）9621
森之宮病院
☎06（6969）0111
ボバース記念病院
☎06（6962）3131
森之宮クリニック（PET 画像診断センター）
☎06（6981）9600
帝国ホテルクリニック（人間ドック）
☎06（6881）4000

大道クリニック（人工透析）
☎06（6961）5151
介護老人保健施設グリーンライフ
☎06（6965）0666
訪問看護ステーションおおみち
☎06（6967）1123
訪問看護ステーション東成おおみち
☎06（6977）8680
ケアプランセンター城東おおみち
☎06（6964）5285
ケアプランセンター東成おおみち
☎06（4259）5311

東中浜ケアプランセンター
☎06（6962）3777
レンタルケアおおみち
☎06（6967）6250

特別養護老人ホームサンローズオオサカ
☎06（6974）7388
東成山水学園（保育園）
☎06（6974）7377

■社会福祉法人山水学園
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